





























































































15 - -4eT2+A-旦β72,m (3)

























依存 しない不変な豊である.方程式 (1)で与えられる系に対 して,
6QD -(AC-B2)-I/2/2,
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研究会報告
り出して来て蔑翰 している事に相当するのである.ひとたびR)kker-Plank方程式が得られ
れば,･これをトンネルしているという境界条件のもとに解けば良い.Langerの方法によっ
て,安定状態に涌き出し一準安定状態に吸い込みのある境界条件をおいて Fokker-Plank方
程式の定常解を鞍点法で求め,鞍点を通過する確率流を積分して全遷移確率を計井した.
この方法で得られた遷移確率は,虚時間のインスタントンの方法から得られたものと指
数関数の肩の数係数を除いて一致する.数係数が一致しないのは,我々の方法の鞍点が,ポ
テンシャル全体の形状を見てし.､なくて単に鞍点近傍を見ているに過ぎないという近似の荒
さに由来するものと思われる.この点,我々の方法の精密化が要求されるだろう.我々の
表式から,拡散の効果は遷移確率を大きくし,摩擦の効果は小さくする.また繰 り込みの
効化も遷移確率に大きく影響する事がわかる.この事を定量的に調べていく事は我々の今
後の目標の一つである.
量子 トンネル現象に対応するFokker-Pla.nk方程式の定常解が得られたわけだから,これ
から,遷移後一連移中の系の状態を記述する事ができるだろう.虚時間の方法では,インス
タントン解をその虚時間の中央で切一り取りそこで時間を解析接続して実時間に直 した解が,
連移後の系の状態として考えられて来た.我々の方法からこれを検討する事ができる.ま
た, Fokker-Plank方程式のうまい非定常解が得られれば,より実際の皇子 トンネル現象を
忠実に解析できるだろう.
我々の方法は確率過程量子化法に似ている.この方法は,仮想的な時間軸を4次元時空
に付け加える.そして,この仮想的時間に関しての緩和過程を介して得られる漸近的な相
関関数を求める事により量子力学的相関関数を求めようとする.我々の時間は現実の時間
である点でこの確率過程量子化法と基本的に違 うが,量子力学を表現する似た手法として
確率過程量子化法は興味持たれる方法である.
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